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　本書は 2002 年にドイツで出版された、A. Bayer による著書である。副題には 1054 年のシス
マとあるが、実際には10世紀から12世紀までのビザンツ＝ローマ間の政治的関係を主に取り扱っ
ている。1054 年の「相互破門」については浩瀚な先行研究が存在し、近年では T. Kolbaba や A. 
Louth などによる、教義や慣習の差異の認識やアイデンティティの変化などに注目する研究がな
されている 1。しかし、本書のように 10 世紀から 12 世紀という比較的長期のスパンで東西教会の
関係を当時の政治状況から分析する研究は比較的少なく、紹介する意義のある研究であると考え
られる。














　第三章では、1024 年からいわゆる「相互破門」の事件が起こる 1054 年までのビザンツ＝ロー
マ関係を論じている。著者はいわゆる「セルギウスのシスマ」の影響としての東西教会の不和は
長続きしなかったとする。またその見解によれば、1024 年から 1054 年まで友好を保っていた東
西教会の関係に新たな負荷を加えたのは教皇庁の改革運動と、ノルマン人の南イタリア進出で
1　T. Kolbaba, The Byzantine Lists: Errors of the Latins, Chicago, 2000.; A. Louth, Greek East and Latin West 
: the church, AD 681-1071, Church history (Series), 3vol., New York, 2007, pp.305 – 317.
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ほどの自律性を手にしていたのか、さらなる検証が必要と考えられる。10 世紀から 12 世紀にか
けてのビザンツおよび正教会内部での変化がいかに推移したのかについては、今後の検討課題と
したい。
